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大袋駅東口周辺地区の活動経過
和暦（西暦） 組織 内容
平成１７年(2005年) 大袋駅東まちづくり協議会 準備会の立上げ

平成１８年(2006年) 地区の現状・課題についての講義

越谷市へ要望書の提出

まちづくり講座（まちづくり手法、先行事例）の開催

平成１９年(2007年) まちづくり講座（地区の長所・短所の洗い出しに係るグ
ループ討議）の開催

まちづくり講座（まちづくり構想図、学生視点からの意
見聴取、実現化手法）の開催

まちづくり講座（まちづくりの必要性と可能性、視察予
定地の概要確認）の開催

平成２０年(2008年) 視察（大泉学園駅、保谷駅、ひばりヶ丘駅、東久留米駅、
清瀬駅）、視察結果に係るアンケート調査の実施
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和暦（西暦） 組織 内容
まちづくり講座（現地視察の報告、視察結果に係るアン
ケート調査結果の報告）の開催

まちづくり講座（土地利用計画、事業手法などのまちづ
くりに係る今後の検討）の開催

平成２１年(2009年) まちづくり講座（専門家による講義（まちづくりに対す
る質問など））の開催

まちづくり講座（専門家による講義（まちづくり事例、
合意形成など））の開催

まちづくり講座（専門家による講義（まちづくり事例、
地区の範囲など））の開催

まちづくり講座（大袋駅東地域の長所、改善すべき所の
整理）の開催

平成２２年(2010年) 袋山まちづくり審議会（平成２２
年より統合）

勉強会（大袋駅西口線の進捗、大袋駅舎の建設計画、大
袋駅東まちづくりの取り組みについて）

平成２３年(2011年) 勉強会（越谷市総合振興計画等の越谷市上位計画に係る当地区
の説明）、専門家による講演（後世に引き継ぐまちづくり）

平成２４年(2012年) 勉強会、専門家による講演（これからの大袋東口のまち
づくり）

平成２５年(2013年) 勉強会、専門家による講演（これからの大袋東まちづく
り－未来へ－）
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和暦（西暦） 組織 内容
平成２６年(2014年) 大袋駅東口の商店街通りの街路灯架け替えに伴う民地内

移設の要請（権利者に対して実施）

東口駅前の東武鉄道㈱が所有する土地について、東武鉄
道に対して活用意向確認及び協議会活動を報告

平成２８年(2016年) 関係自治会長及び大袋東まちづくり協議会にこれまでの
経過と今後の進め方を説明

平成２９年(2017年) 大袋東まちづくり協議会 アンケート調査の実施

平成３０年(2018年) 大袋駅東口周辺地区まちづくり懇談会の開催

大袋駅東口周辺地区まちづくり協
議会準備会

大袋駅東口周辺地区まちづくり協議会の立ち上げに係る
準備

令和元年(2019年) 大袋駅東口周辺地区まちづくり協
議会

まちづくりに係る課題に係るワークショップの実施、大
袋・桜井地区まちづくり会議への意見書のとりまとめ

桜井地区まちづくり会議、大袋地区まちづくり会議への
意見書の提出

令和２年(2020年) 先進地視察（草加市谷塚駅西口地区）の実施

地区まちづくり会議に提出した意見書等の報告、先進地
視察結果の報告
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和暦（西暦） 組織 内容
大袋駅東口周辺地区まちづくりニュースの発行（創刊
号）

駅前広場の整備の検討

先進地視察（東京都足立区五反野駅等）の実施

先進地視察の報告、駅前広場の整備の検討

大袋駅東口周辺地区まちづくりニュースの発行（第２
回）

駅前広場の方向性（コンセプト）の決定、駅前広場の位
置と範囲の検討

令和３年(2021年) 専門家による講演（駅前広場へのアクセス道路の考え方
について）、駅前広場の整備の検討

先進地視察（埼玉県宮代町・杉戸町、東武動物公園駅西
口・東口及びアクセス道路）の実施

大袋駅東口周辺地区まちづくりニュースの発行（第３
回）

先進地視察の報告、越谷市総合振興計画・都市計画マス
タープランに係る意見書の反映状況の報告
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和暦（西暦） 組織 内容
アクセス道路等の検討にあたっての事前検討

アクセス道路等に係るコンセプト案の検討

専門家による講演（「市民参加のまちづくり」「コミュ
ニティデザイン」「地区計画制度について」）

アクセス道路等のとりまとめ

大袋駅東口周辺地区まちづくりニュースの発行（第４
回）

令和４年(2022年) 地区計画等の概要説明、まちづくりの方向性の再確認に
係る意見聴取

まちづくりの方向性の案の提示、協議

まちづくりの方向性の検討、まちづくり構想案の検討

まちづくり構想案の検討

ワーキングチームによるまちづくり構想原案の作成
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和暦（西暦） 組織 内容
まちづくり構想の策定

まちづくり構想の越谷市長への提出
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第５次越谷市総合振興計画への反映状況
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越谷市都市計画
マスタープランへの反映状況
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駅前広場に係る検討 投票結果
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地区のなりたち（明治１７年(1884年)頃）

左の図は、明治１３年から明治１７年にかけて作

成された「第一軍管地方２万分１迅速測図原図」に

記載された、現在の大袋駅東口周辺の地図です。

駅周辺にはまちなみが形成されておらず、大袋駅

の東側には、元荒川の旧河道の跡に営まれた田畑が

広がっています。

また、旧日光街道沿いに家が立ち並んでいます。

旧日光街道は、今でも概ねこの通り道筋が残ってい

て、当時と変わらず家が立ち並んでいる道です。

出典：農研機構農業環境変動研究センター
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地区のなりたち（大正６年(1917年)頃）

左の図は、新方領耕地整理事業が完了した大正６

年頃の大袋駅東口周辺の地図です。

東武鉄道により、明治３２年（1899年）に北千住

から久喜間の営業を開始されたことに伴い、現在の

大袋駅周辺に鉄道が運行されるようになったものの、

大袋駅は開業されておらず、線路周辺には明治の頃

と変わらない農地が広がる地区でした。

この耕地整理により、それまでの旧態依然とした

農地から、成形された耕作しやすい農地に生まれ変

わっています。この成形された農地を基盤に、大正

１５年（1926年）の大袋駅の開業後は宅地化が進む

こととなります。

出典：新方領耕地整理事業竣工記念誌
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地区のなりたち（昭和３９年(1964年)頃）

左の図は、昭和３９年頃の越谷市都市計画図に記

載された、現在の大袋駅東口周辺の地図です。

大正１５年（１９２６年）１０月１日に大袋駅が

開設されて以来、約４０年が経過した時点での大袋

駅東口周辺の現況と、当時整備が予定されていた国

道４号線が記載されています。

大正６年の地図と比べると、約５０年近く経過し

ており、駅の開業により駅周辺の宅地化が進むとと

もに、駅通りが開通したことで、駅の東西交通が円

滑化されています。また、旧日光街道沿いの宅地に

ついても、東西に拡大してきていることが分かりま

す。

出典：越谷市都市計画図（昭和３９年）
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地区のなりたち（令和３年(2021年)頃）

左の図は、令和３年時点の大袋駅東口周辺の地図

です。

大袋駅が開設された大正１５年（1926年）の開設

以来９０年以上経過が経過し、駅の東口周辺に多く

の建物が立ち並んでいます。また、旧日光街道周辺

の宅地には、古くからの街並みが残っており、歴史

的な街道筋であることが感じられます。

さらに、大袋駅周辺については、平成２５年

（2013年）の大袋駅の改修を受け、橋上改札化に伴

い橋上自由通路が整備されたことから、従来の地下

通路と踏切に加えて、橋上自由通路による往来が歩

行者に対して確保されました。
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